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昭
和
6（
1
9
3
1
）年
の
満
州
事
変
に

端
を
発
す
る
戦
争
は
、昭
和
20（
1
9
4
5
）

年
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
終
戦
と
な

る
ま
で
、
断
続
的
に
続
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
武
蔵
野
町（
現
在
の

武
蔵
野
市
）は
戦
争
で
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
昭
和
13

（
1
9
3
8
）年
、
武
蔵
野
町
西
窪（
現
在
の

緑
町
）に
、
中
島
飛
行
機
株
式
会
社
の
武
蔵

野
製
作
所
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
き
く
変
化
し
始
め
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
軍
需
工
場
を
抱
え
る
ま
ち
へ

変
化
し
た
武
蔵
野
町

　

大
正
6（
1
9
1
7
）年
に
群
馬
県
尾

島
町（
現
在
の
太
田
市
）に
飛
行
機
研
究

所
と
し
て
創
業
し
た
中
島
飛
行
機
は
、日

進
月
歩
で
事
業
を
拡
大
。
大
正
14

（
1
9
2
5
）年
に
は
東
京
工
場（
後
の
東

京
製
作
所
）を
井
荻
町
上
井
草（
現
在
の

杉
並
区
桃
井
）に
設
置
し
、
エ
ン
ジ
ン
の

本
格
的
な
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

し
て
日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
航
空
機

の
需
要
が
増
し
、
陸
軍
の
増
産
要
請
も

あ
っ
て
昭
和
13
年
に
武
蔵
野
製
作
所
の

開
設
に
至
っ
た
の
で
す
。

　

同
製
作
所
は
陸
軍
専
用
の
エ
ン
ジ
ン

工
場
で
し
た
が
、
昭
和
16（
1
9
4
1
）

年
に
は
、西
側
隣
地
に
海
軍
専
用
の
多
摩

製
作
所
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
二

つ
の
製
作
所
は
独
立
し
て
開
発
・
製
造

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、軍
需
省
か
ら
の

命
令
も
あ
り
、
武
蔵
製
作
所
と
し
て
昭
和

18（
1
9
4
3
）年
に
合
併
。
そ
れ
ぞ
れ
東

工
場
、西
工
場
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
中
島

飛
行
機
に
関
連
す
る
中
小
企
業
な
ど
は

武
蔵
野
町
に
多
数
進
出
し
、横
河
電
機
製

作
所
吉
祥
寺
工
場
も
軍
事
機
器
の
生
産

に
転
換
す
る
な
ど
、農
地
が
中
心
だ
っ
た

武
蔵
野
町
は
大
軍
需
工
場
を
抱
え
る
ま

ち
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
の
技
術
を
結
集
し
た

中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所

　

武
蔵
製
作
所
は
ド
イ
ツ
の
ク
ル
ッ
プ
社

を
モ
デ
ル
と
し
、
当
時
の
技
術
を
結
集
し

て
つ
く
ら
れ
た
工
場
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
所
内
に
は
地
下
通
路
が
張
り
巡
ら

さ
れ
、
各
施
設
を
地
下
道
で
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
物
や
人
の
移
動
を
効
率
良
く
行
い
、

一
般
の
工
員
も
正
門
を
通
ら
ず
、
地
下
道

を
経
由
し
て
通
勤
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
8
月
に
は
、
工
場
跡
地
で

あ
る
都
立
武
蔵
野
中
央
公
園
の
拡
張
工
事

の
際
、
土
中
に
地
下
道
の
床
面
と
見
ら
れ

る
幅
3
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塊
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

武蔵野上空を飛行するB29（米国議会図書館蔵）

武
蔵
野
女
子
学
院
か
ら
動
員
さ
れ
た
学
徒

（
提
供
：
武
蔵
野
女
子
学
院
卒
業
生  

丹
羽
慈
子
氏
）

開
設
当
時
の
中
島
飛
行
機
武
蔵
野
製
作
所
本
館

（
富
士
重
工
業
株
式
会
社
蔵
）

毎
年
11
月
24
日
は「
武
蔵
野
市
平
和
の
日
」。

昨
夏
は
戦
後
70
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

戦
争
の
記
憶
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
は

平
和
へ
の
礎
を
築
く
一
歩
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、戦
時
中
の
武
蔵
野
町
を
た
ど
り
ま
す
。

戦
争
の
記
録

武
蔵
野
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ



11     2016 AUTUMN

　

製
作
所
は
24
時
間
休
む
こ
と
な
く
稼

働
。
約
5
万
人
が
交
代
で
働
き
、
そ
の
中

に
は
学
徒
勤
労
動
員
の
若
い
姿
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
学
徒
勤
労
動
員
と
は
、
軍
に

召
集
さ
れ
た
成
人
男
性
の
労
働
力
を
補
充

す
る
た
め
に
、
主
に
中
等
学
校（
現
在
の

中
学
校
）以
上
に
相
当
す
る
学
生
・
生
徒

が
動
員
さ
れ
た
こ
と
を
い
い
ま
す
。
保
谷

町（
現
在
の
西
東
京
市
）に
あ
っ
た
武
蔵

野
女
子
学
院
を
は
じ
め
、
近
隣
の
都
立
第

五
商
業
学
校
や
自
由
学
園
な
ど
多
く
の
学

校
か
ら
学
徒
が
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
武
蔵

野
女
子
学
院
に
残
る
記
録
に
よ
れ
ば
、
本

格
的
な
動
員
が
始
ま
っ
た
の
は
、
戦
況
が

悪
化
し
て
い
く
昭
和
19（
1
9
4
4
）年

か
ら
で
、
生
徒
た
ち
は
カ
ー
キ
色
の
制
服

に
身
を
包
み
、
頭
に
は
日
の
丸
の
鉢
巻

き
、
腕
に
は
校
名
を
記
し
た
腕
章
を
し
て

工
場
で
働
い
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
引
く
戦
争
の
な
か

武
蔵
野
町
に
も
爆
撃
の
被
害
が

　

軍
需
産
業
の
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
武
蔵

製
作
所
と
関
連
企
業
の
存
在
は
、
武
蔵
野

町
を
大
き
く
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
人
口
は

著
し
く
増
加
し
、
三
鷹
駅
に
は
武
蔵
野
口

（
現
在
の
北
口
）を
開
設
。
し
か
し
そ
の
一

方
で
、
米
軍
の
攻
撃
の
標
的
と
な
っ
て
、

多
く
の
市
民
が
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
も
否

め
ま
せ
ん
。

　

昭
和
19
年
７
月
、
米
軍
が
サ
イ
パ
ン
島

を
陥
落
さ
せ
る
と
、
航
空
機
に
よ
る
東
京

へ
の
直
接
攻
撃
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
同
年
11
月
24
日
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島

の
基
地
を
発
進
し
た
B 

29
が
、
初
め
て
東

京
を
攻
撃
す
る
際
に
目
標
と
し
た
の
は
、

武
蔵
製
作
所
だ
っ
た
の
で
す
。
以
降
終
戦

ま
で
、
9
回
に
及
ぶ
爆
撃
が
あ
り
、
1
カ

所
の
工
場
に
対
し
て
こ
こ
ま
で
頻
繁
に
爆

撃
を
行
う
例
は
稀ま

れ

な
こ
と
か
ら
、
米
軍
が

い
か
に
武
蔵
製
作
所
を
重
要
な
拠
点
と
位

置
付
け
て
い
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。
爆

撃
は
特
定
の
目
標
に
爆
弾
を
投
下
す
る

「
精
密
爆
撃
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
し
た

が
、
言
葉
と
は
裏
腹
に
命
中
率
は
低
く
、

工
場
周
辺
の
住
民
が
そ
の
犠
牲
と
な
っ
た

の
で
す
。
ま
た
、
爆
撃
機
を
迎
撃
す
る
た

め
高
射
砲
陣
地
が
軍
に
よ
り
設
置
さ
れ
、

製
作
所
周
辺
の
農
地
は
陣
地
設
置
の
た
め

に
提
供
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る
1
週

間
前
の
昭
和
20（
1
9
4
5
）年
7
月
に
は
、

後
に
長
崎
で
使
用
さ
れ
る
も
の
と
同
形
状

の
模
擬
原
子
爆
弾（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
で
は

な
く
通
常
の
爆
薬
）が
、
実
戦
訓
練
と
し

て
武
蔵
製
作
所
を
標
的
に
落
と
さ
れ
ま
し

た
。
爆
弾
は
製
作
所
の
北
側（
現
在
の
西

東
京
市
柳
沢
）の
畑
に
着
弾
し
て
さ
く
裂

し
、付
近
の
住
民
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

度
重
な
る
爆
撃
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害

に
遭
っ
た
武
蔵
製
作
所
は
、
武
蔵
野
町
か

ら
各
地
へ
工
場
機
能
を
移
転
し
て
生
産
を

続
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
終
戦

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

姿
を
変
え
た

製
作
所
関
連
跡
地
の
現
在

　

現
在
、
製
作
所
跡
地
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

に
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
西
工
場
跡
地
は

主
に
武
蔵
野
中
央
公
園
に
、
東
工
場
跡
地

は
市
役
所
、
高
齢
者
総
合
セ
ン
タ
ー
、

N
T
T
武
蔵
野
研
究
開
発
セ
ン
タ
、
U 

R

武
蔵
野
緑
町
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
な
ど
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
製
作
所
の
関
連
施
設
で

あ
っ
た
中
島
飛
行
機
武
蔵
第
一
青
年
学
校

跡
地
は
市
立
第
四
中
学
校
に
、
付
属
病
院

跡
地
は
八
幡
町
公
園
を
は
じ
め
と
し
た
住

宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
戦
時
中
の
軍
需
工
場
や
軍
事
施

設
は
武
蔵
野
町
に
留
ま
ら
ず
、
田
無
や
三

鷹
、府
中
、立
川
な
ど
に
も
及
び
、多
摩
地

区
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

そ
の
多
く
は
公
園
や
住
宅
地
、
商
業
地
へ

と
大
き
く
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
知
っ
て
い
る
あ
の
場
所
も
、
実
は
戦
争

と
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
場
所
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

昭
和
20
（
1
9
4
5
）年
4
月
7
日
、爆
撃
を
受
け
る
武
蔵

製
作
所

爆
撃
を
受
け
た
工
場
内
部

（
右
２
点
と
も
に
米
国
国
立
公
文
書
館
蔵   

中
島
飛
行
機

武
蔵
製
作
所
関
連
資
料
調
査
に
て
収
集
）
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